








要約:乳児院に入所した児のうち、望まない妊娠が関与していると考えられる児の状況を

知るために、まず、入所理由が「遺棄」あるいは「虐待」の児の過去 20 年間における推

移を、全国乳児院協議会の入所状況調査により検討した。その結果、年度によって変動は

あるものの、「遺棄」のケースは昭和 40 年代後半から 50 年代半ばにかけてやや減少傾向

にあったが、50 年代後半からは漸増傾向にあるように思われた。これに対して「虐待」

のケースでは、徐々にではあるが、一貫した漸増傾向が認められた。次に、一乳児院にお

ける「望まない妊娠」が関係した事例の予備的な検討を行った。その結果、「望まない妊

娠」に関係する要因として、未婚、あるいは婚外の妊娠、若年の母親などが考えられるこ

と、また母親自身の生育歴を検討する必要のあることが示唆された。ただ、未婚で、望ま

ない妊娠であったにもかかわらず、出産後母乳を与えることによって子どもへの強いアタ

ッチメントが形成された事例があり、児に対する態度は変化し得るものであることが指摘

された。


